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～東京同窓会風景①～

女性第一期生の小山さん

(新制6期生､右から２人目)

と新卒女性群

西高、北高、商業、工業の各校からのご来賓のみなさん

　　－７－
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※各界で活躍する同窓生（P8～12）※

意匠
司司

一

∃j⊇

Ｅ
駄
駄
ド
ラ
マ
「
水
の
中
の
八
月
」
で

さん加叩正人･

繋
な
っ
た
。
代
表
作
に
２
已
い
た
．
．
平
９
’
￥
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

た
ぴ
の
拘
峡
一
「
ゲ
レ
ン
デ
か

ル
」
り
る
ほ
ｙ
叛
し
た
い
こ
を

が
今
Ｑ
，
．
現
荏
笑
作
０
「
く

り
ら
ｙ
夕
餉
Ｅ
の
啄
木
Ｉ
Ｅ

隋
け
て
い
る
。

？
ほ
ｉ
祭
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の

八
月
」
が
、
ベ
ル
亨
‐
の
そ
ン

ス
国
際
限
脚
祭
で
覆
刄
資
本

賞
を
受
貫
７
．
怨
。
問
作
師
啄
昨

Ｅ
大
弓
に
ｙ
リ
シ
ｆ
の
珊
ｗ

曽
鄙
フ
リ
Ｄ
‐
ｐ
&
４
ｙ

五
ｉ
．
’
昿
れ
た
モ
ン
ス
巾
？
鴎

か
れ
ｊ
ｙ
’
，
予
一
品
緊
ｇ

４
Ｑ
。
名
国
の
決
現
が
少
柄
さ

れ
、
こ
り
？
か
ら
「
ぶ
の
四
の
・

八
月
」
が
扁
優
ａ
栞
貫
に
徊

ぱ
れ
Ｑ

Ｓ
琴
グ
ラ
ン
プ
ふ
優
紀
一
決
中
穴
畳
は
Ｈ
Ｈ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
寄
ｈ
、
そ
一

の
恢
四
脚
曇
翌
々
同
唸
色
テ

レ
ｉ
Ｊ
Ｍ
ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
ｆ
Ｊ

一
缶
産
の
叉
化
．
ぽ
司
祭
参
加

作
低

　
加
脚
色
’
々
ほ
Ξ
、
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
q

限
闇
祭
で
新
入
町
場
賞
、
ぶ
リ

シ
ｆ
の
テ
ッ
サ
ヨ
ー
キ
国
際
朕

・
即
製
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
あ
た
る

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
Ｚ
．
ざ
サ
ン
グ

　
’
言
と
販
Ｅ
ｒ
家
浬
ｌ
貿
を

　
受
禰
、
今
回
の
賃
は
？
ロ
ン

　
バ
の
国
際
眼
艮
策
必
四
つ
め

頌
４
１
に
擾
’
ド
昌
づ
ぱ
臣
ｈ
ｕ
Ｍ

さ
ん
は
］
．
シ
ナ
り
・
可
ラ
イ
タ
ー

と
し
双
脚
本
業
？
？
？
コ
こ

と
ヽ
涵
ｃ
も
｛
ｙ
し
か
」
と
限

っ
て
い
る
、

　
引
濠
さ
ん
は
、
能
代
ち
住
吉

町
出
r
t
y
{
i
'
}
i
F

火
堕
菜
郎
参
己
退
役
、
ぼ
本

て
制
作
。
吸
｛
・
９
川
貿
宍
、

脚
本
・
加
一
場
ハ
、
演
出
・
高

″
ｉ
一
郎
，
．
山
溥
僻
人
ｎ
求

橋
研
二
、
伊
唇
Ｚ
一
。
水
泳
部

禰
,
０
Ｑ
校
主
を
出
入
公
に
、

人
々
と
の
出
会
い
と
ｙ
れ
、
ひ

ご
夏
の
少
ｌ
ｓ
心
曇
碗
か
摘

モ
ン
ス
市
で
行
わ
れ
な
瞑
彰

　
ー
二
一
／
１
７
恥
ぷ
ｔ
恥
ｉ
ｌ
μ
Ｓ
皐
，

式
に
は
、
咄
出
家
の
高
橋
さ
ん

ー

ｌ
ｓ
、
ｉ
兄
淀
む
二

で
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
曼
け
た
と
賢

ぅ
．
．
如
塵
六
ん
は
「
ヘ
ル
ぞ

か
ら
電
話
が
あ
ド
尋
挺
や
釦
フ

な
。
国
際
限
脚
祭
で
の
湖
水
徴

ｉ
霖
の
屏
び
。
仕
事
の
髪
一

塁
灯
リ
な
か
っ
た
が
、
で
き
り
．

ぱ
表
彰
式
に
出
肩
し
配
’
・
・
．

だ
」
と
語
苓
ぶ
と
も
に
一

の
ー
き
思
し
瓦
一
―
限
、

が
な
く
£
一
、
石
９
」

如
吸
に
祠
け
て
い
わ
．
ぱ
き

駝
れ
ｌ
而
‐
だ
ー
ベ
男
ｓ
し

る
が
、
今
礎
も
目
標
を
蜀

ぶ
ー
疹
ミ
し
た
い
ー
」
こ
述

い
る
、
．
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経
営
相
談
で

　
全
国
を
回
る

　
　
社
長
の
専
一
３
ん

　
「
組
織
変
革
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
礪
立
し
た
い
」
と
懇
る
経

営
「
一
ン
サ
ル
タ
ー
／
ト
鍬
大
手

の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
社
長
・
斎
一
彰
悟
さ
ん

ｊ
一
１
翼
鳶
ｌ
賎
笥
代
市

松
一
町
地
代
全
国
の
霧
ｓ

所
を
飛
び
晦
り
、
自
ら
顧
客

の
企
ー
幹
部
へ
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
当
た
る
毎
日

だ
。

　
瓢
代
苓
か
『
り
慶
大
経
済
学

拠
に
逮
み
、
在
学
中
の
昭
和

四
十
Ξ
年
十
二
月
、
入
訃
じ

た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
コ
・
‐
先
年
設
立
。
そ

れ
ま
で
は
公
的
機
関
が
行
っ

て
い
た
コ
ー
ｙ
サ
ル
タ
ン
ト
の

仕
事
を
烏
蘭
で
手
掛
け
た

先
躯
的
存
在
。
一
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
な
い
仕

亭
を
し
た
か
っ
た
。
こ
れ
か

『
り
の
！
―
の
か
尊
刀
だ
っ

た
」

　
入
社
蛍
初
は
営
業
を
担

当
。
『
会
社
の
通
称
は
ｎ
コ

ン
。
当
劈
’
コ
ン
ク
リ
『
’
ト

の
会
社
と
勘
違
い
さ
れ
た
。

日
本
り
企
業
に
は
形
の
な
い

も
の
に
必
ｇ
私
う
習
慣
が
な

Ｖ
、
仕
事
を
取
！
ぞ
一
竿

も
垣
う
の
は
ざ
・
り
だ
っ
た
」

　
一
字
作
初
め
に
醤
業
部
長

Ｑ
な
り
、
Ξ

十
七
歳
か
・
り

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て

胤
殯
を
皐
げ

た
。
社
｀
ｇ
｀

任
は
四
ト
ハ

癩
の
若
さ
。

　
創
業
時
は

西
人
だ
っ
た
狂
員
は
環
任
、

＝
ｉ
刄
十
八
。
開
ー
企
弟
を

會
９
名
と
千
五
徊
入
に
成

長
し
た
。
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
仕
ー
は
野
球
の
コ
ー
チ

の
よ
う
な
も
の
，
貝
苓
？

レ
Ｆ
す
る
わ
け
に
は
い
か

ｒ
、
ア
ｐ
ペ
イ
ｘ
ｒ
馬
ー
｝
ｊ
Ｑ

外
り
カ
ベ
人
材
や
砥
幟
の

問
題
に
Ｍ
吋
か
せ
る
と
い
う

圓
か
あ
る
」

　
不
況
続
き
で
、
日
本
春
頁

の
終
｛
ｉ
月
収
の
見
曹
レ
な

ど
が
淮
ん
で
い
る
が
「
一
礼

へ
の
ロ
イ
ヤ
ル
チ
″
―
や
危

帑
７
化
タ
祗
持
す
る
上
で
終

身
ー
用
は
必
ｆ
乙
も
愚
い
晋

ば
か
り
で
は
な
い
。
わ
が
社

は
那
恐
冥
食
ｆ
し
た
４

ー
蒙
印
冥
力
屹
楠
ｌ
で
や
っ

て
い
る
」
と
郷
る
。
六
千
歳

の
定
Ｓ
恢
も
客
ー
ヘ
が
一
一
す

れ
ば
一
用
を
継
続
し
て
い

る
。

　
昨
年
か
ら
県
円
含
員
に
も

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
Ｓ
め

た
。
ｉ
況
と
い
っ
て
も
マ

’
！
右
か
な

（
ー
列
右
か
３

ａ
ｒ
．
Ｊ
剔
！

９
Ｊ
釧
１

司
．
刈
り

鄙
ａ
剔
・
バ
レ
ー
ポ
ー
＆
チ
ー
ム
ー

　
吻
６
‐
峡
ｙ
一
ｒ
校
は
一
一
巾
李
か
ら
り
瓦
て
七
卜
有
か

年
を
ｇ
る
伝
統
呪
で
あ
る
。
馴
和
四
卜
厄
ｔ
ｌ
｀
布
地
に

移
転
す
る
ま
で
．
桟
４
ほ
ー
吋
ｆ
山
」
に
在
っ
た
。
松

林
．
に
涯
ま
れ
た
永
応
俣
４
ほ
風
俗
が
あ
り
．
胤
ガ
ラ
ス

ー
に
「
能
中
‘
と
い
ー
っ
Ｚ
‐
ｙ
が
刻
ま
れ
て
い
た
．
弊
政
破

帽
『
高
足
駄
の
一
松
陵
叱
尤
」
．
Ｆ
七
剛
ｔ
（
ｒ
拓
：
ト

　
１
卒
）
．
．
ｉ
』
ハ
ｉ
は
ハ
φ
還
ｓ
ｖ
７
迎
え
た
ー
『

　
菅
ｌ
は
イ
ン
タ
ー
Ｑ
９
ｊ
Ｓ
９
ｓ
ａ
ｇ

４
５
４
Ｓ

会
な
ど
で
監
督
を
一
任
改
，
収
接
々
指
４
カ
を
ロ
わ
れ

て
ア
ラ
プ
酋
口
起
因
や
ク
ユ
？
の
予
・
・
ｙ
’
『
ナ
ル
ヂ
ー
ム
の

ｉ
晋
に
６
抽
鴎
さ
れ
た
。
成
城
オ
嘘
ン
ビ
‘
ア
ク
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
．
日
参
バ
レ
ー
ボ
ー
ｙ
裾
Ｍ
に
諸
け
て
い
る
．

　
石
凶
は
ー
Ｑ
院
．
．
ｉ
の
芦
ｔ
址
｀
‐
瓦
に
ｉ
．
つ
が
河

ｚ
Ｓ
Ｓ
￥
ｒ
￥
｛
ｅ
ｋ
＆
ａ
¥
４
Ｓ
ｒ

４
４
１

学
４
率
ｌ
価
摺
淑
に
沢
村
し
か
し
弁
ａ
ａ
へ
の
φ
絶

ち
甦
く
退
杖
阿
卜
厄
年
に
弁
ｉ
ｔ
と
な
り
、
以
泌
杜

会
£
義
の
実
現
を
め
ざ
し
て
頑
４
コ
ー
い
ｔ

　
石
唄
は
’
日
｛
｀
県
哨
に
辺
い
町
か
ら
汽
収
４
．
ｆ
，
休
も

¥
4
J
S
r
F
S
5
｝
4
4
f

g

Ｌ
業
命
改
で
聶
￥
９
貳
ヲ
ラ
ン
ト
の
輸
捌
に
携
わ
り
今

－
ｕ
畑
喊
一
札
で
海
外
へ
の
ロ
マ
ン
を
逗
い
政
け
て
い
ａ
．

　
枇
．
ぶ
は
？
り
″
．
ｔ
ボ
っ
て
喘
鳴
忌
に
畠
か
り
る
ほ
ど

の
太
宰
フ
？
ン
。
「
太
一
に
肺
巾
ず
れ
ご
不
艮
に
な
る
’

と
�
｀
Ｅ
し
て
く
れ
る
教
師
ｌ
ｕ
い
た
が
、
不
艮
に
も
な
ａ

ず
母
校
で
教
鞭
を
と
り
校
ａ
｛
を
邱
め
る
，
（
秋
‐
几
）

－
ケ
ッ
ト
の
Ｒ
化
に
対
応
で

爽
逆
念
震
は
賞
耀
ー
佃
ぼ
し

て
い
刄
姐
畿
Ｑ
賢
愚
が
カ

４
Ｒ

　
費
昭
吊
４
沁
？
一
芒
大
学

生
の
ー
‘
女
と
の
Ξ
人
家
族
。

同
社
は
東
京
齢
出
央
区
八
東

ｉ
二
ノ
ニ
ノ
ー
、
雲
笙
商

八
重
洲
ピ
ル
．

(1999.1.10.秋田さきがけ)
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